
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
受
領

答

弁

第

一

九

五

号

内
閣
衆
質
一
六
五
第
一
九
五
号

平
成
十
八
年
十
二
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
遺
棄
化
学
兵
器
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
遺
棄
化
学
兵
器
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
日
本
国
政
府
及
び
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
よ
る
中
国
に
お
け
る
日
本
の
遺
棄
化
学
兵
器
の
廃
棄
に
関
す
る

覚
書
」
は
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
あ
か
剤
」
及
び
「
み
ど
り
剤
」
は
、
化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
及
び
使
用
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関

す
る
条
約
（
平
成
九
年
条
約
第
三
号
。
以
下
「
化
学
兵
器
禁
止
条
約
」
と
い
う
。
）
第
二
条
�
に
規
定
す
る
化
学
兵
器
に
該

当
す
る
と
考
え
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
し
ろ
剤
」
は
、
「
あ
お
剤
」
（
ホ
ス
ゲ
ン
）
と
混
合
し
て
「
あ
お
し
ろ
弾
」
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
こ
の
「
あ
お
し
ろ
弾
」
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
第
二
条
�
に
規
定
す
る
化
学
兵
器
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ピ
ク
リ
ン
酸
」
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
上
の
「
毒
性
化
学
物
質
」
と
と
も
に
兵
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

一



る
と
こ
ろ
、
当
該
兵
器
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
第
二
条
�
に
規
定
す
る
化
学
兵
器
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

六
及
び
八
に
つ
い
て

中
華
民
国
に
つ
い
て
は
、
化
学
兵
器
を
含
む
と
思
わ
れ
る
引
渡
し
に
関
す
る
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
事

実
関
係
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
引
き
渡
し
た
化
学
兵

器
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

七
及
び
九
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
第
二
条
�
に
規
定
す
る
「
遺
棄
化
学
兵
器
」
に
つ
い
て
は
廃
棄
す
る
義
務
を
負
う
。

二


